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この調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものであるo

昭和 43 年 3 月

北海道開発庁



5 万分の 1 地質図幅

説明書
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(鎖"路第 15 号〉

北海道立地下資源調査所

技術吏員 小山内 回

同 酒匂純俊

同 松井公平

|司 松下勝秀
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?lt万分の llM

北 i!lj ，;il ，';J也卜 rtf 1M! 調査所

以 f，f1J' 02:l'l IJ 、 1111什 日]叶

II1J i同 匂純俊

IIIJ {公 )1 二公

111) 松 万氏 秀

はしがき

この同 I~I 面および l記明書は， Iln 平1139 年から II 付手 1141 年にわたり，約 130 II 問の野外調

査の結果をとりまとめたものである η

野外調先にあたっては， ~ヒ同部を川匂が， I日阿部を小~1I内，松下が，東部を松井が

それぞれ分 }Lt し，全般的なとりまとめは小山内が行なった門また，阿部の調査に際し

ては，北海道立地下資源調査所研究職員イ{山昭三氏の，また東部は，北海 j豆大学理学

部大学院研究生小林武彦氏の協力を，それぞれたまわった円

17可j主拘 iI寸 III 民地域は， II 高構造市を構成する，いろいろな変成岩類や火成岩類分布の

北端部にあたるのしたがって，む石学的にも， J也 11 構造的にも，いろいろと期待される

地域であるが， I寸 III 両北部からはじまる，十 Ij券大 I-ft 火 rJJiit 起源と考えられる，新期の火

山噴 til 物に!よくおおわれ， 11 高構造市 ~t ftH J沈降却としての，地質的な性格を充分に把

揖ーするにはいたらなかった n しかし，ぷ合から連続して発注するホルンヘルス一一日

l苛変成右類の丙側 lこた j主し， H 島市としては， Iff 部 II 高市とことなった構造をもっ ー

と， I~I 隔地域に人 [，1 、々としてみとめられる花尚 1JRIJ とが，関連性があるのではないか

という一つの見とうしをうることができた(

肝外調子 tに際して，協力をたまわった，イ i 111~{i 三，小林武彦氏に深く感謝する門ま

た現地で，いろいろな民的をいただいた， '，'JIHf Ji J役所および東京大学演習林の方々

に)享く御礼巾しI:げる門
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N

第 1 図 930.8m 三角点から東北方を望む。左側のなだらかに傾斜する山体が大麓山熔岩で構成される。

第 2 図 麓郷南西地点から東北庁を望む。 ト勝熔結凝灰岩で構成される平坦な

スカイライ γが明瞭である。後方の山体は十勝岳火山群。



I 位置および交通

両達布図幅の占める地域は，北緯 43°10/，-.-43°20/， 東径 142°30/~142°45' の範囲で

あるの

凶幅地域は，行政上大部分が上川支庁富良野市に，また，東端の一部が十勝支庁新

得町の管轄にふくめられるの
くとら

凶幅の南西部の西達布JI\ にそって困道 38 号がはしり，西達布，幾寅峠をへて，空
ろ〈ごう ようれベう

知川に下っているo また，凶幅の北西部地域には，麓郷，布礼別などの部落と，富良

野，西達布などと連絡する地方道が発達し，定期パスの運行があって，交通は比較的

便利であるo しかし，東部地域は，シイソラプチ川および中の沢にそって林道が開通

しているだけであるo

μ
げV
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す
，
〆

地
τ
・
A

Y
E
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図幅地域の地形は，いろいろな特徴から，およそ次の4 つに区分することができる。

(1) 標高800m以上の高さをもち，比較的急斜面で構成される山地帯

(2) 標高 400m から 700m 台の比較的平坦な丘陵性の山地帯

(3) (2) の地形面上に，モナドノック状に突出する山地

(4) 河川の沿岸に発達する平坦地

(1) の山地帯は，図幅の北部にみられ，十勝岳図幅地域に発達する第四紀の火山群に

つらなる山麓斜面の一部で，安山岩熔岩で構成される地形であるの

(2) の丘陵性山地帯は，図幅地域の大半をしめ， (1) の山麓斜面に連続して， I有南‘西に

ゆるく傾斜し，比較的平坦なスカイラインをしめす地形面をもっている。この地形地

域は十勝熔結凝灰岩で構成されているのしたがって，この地域を流れる河J1 1は，一般

に下底侵蝕がいちじるしく，河岸は高い崖をつくっていることが多いロ

(3) は， (2) の地形面上に 100m から 300m 前後の比高で、突出する地形であるの一般

にまるみをおびた山頂をもっている。この地形は，図幅地域の基盤岩層で構成されて

おり，十勝熔結凝灰岩に被覆されずに残された，基盤の凸出部とみなされるの

(4) の河川流域の平坦地形面は，比高 10m 以下の河岸段丘，扇状地および沖積氾

濫原とからなりたっている。
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場事‘

第 3 図 西達布南方の台地から北方を望む。十勝熔結結凝灰岩で構成されるなだらかな丘陵と，

その上に突出し， A 高累層群で構成される山体のコントラストが明瞭であるの

第 4 図 麓郷付近の耕 flF 地 o )'!'l 状地 1'1'0 な段丘ヰLttf物で、構成されているため燃が多い門



III 地質

111.1 地質の概要

四達布凶 l隔地域は，北海道の中軸を構成する，いわゆる H 高構造借にふくめられる。

しかし，このl'S!幅地域は， L1高構造帯の沈降却にあたっていて，南部地域のような，

借状配列をしめす変成宕類はみられず，むしろ H 高惜のなかの上部相が発達する地肢

とみることができる。この地域の特徴は，落合凶幅から連続して，日高変成帯の西側

にあたる位置にも，ホルンヘルスが発達していることと，それらのホルンヘルス化を

進行させたと考えられる，花崩質岩類が分布は小さいが点々と存在すること，などで

ある。

凶幅地域を構成する岩層は，基盤のは高呆層群，それをおおう火山噴出物，山麓斜

面にみられる崖錐堆積物および河岸に発達する新期の堆積物に大別される。

日高累層群は，ホルンヘルスおよび緑色岩類などの変成された岩層と，まったく水・

第 1 表西達有 i Iヨ幅層!下去

時代 層 序 岩イ:目 火成岩

明

沖積世 竺町中 J四 ~1 、.5 業.料 i l:

高己 洪積世 河岸段丘堆積物

第四紀 大麓山熔岩
しそ輝イ i醤熔 通輝
行安山岩岩

新第三紀末 十勝熔結凝灰岩
i定紋務質熔結 i疑

灰岩

無 fiJi 輝緑岩質
砂官、 頁然栂、緑 子
ヤト お

先 日 空 張層夕十れ
岩砂岩層 質凝イ 1ポギ，. ロ

マト

頁岩，砂岩，チ
輝 岩

古同 j竜ノ iii 頁岩層

矢口
[' 令'・I 累 ニゴリ沢砂岩層 砂治

層
層

砂ヤ岩， 頁岩司 チ

部屑山
富士川頁岩層

亜
-r. ?

群 群
トマム輝総岩質

輝緑岩. r日l 質i疑

岩層
灰岩.チャート.

石灰岩

キ己
緑色;ft類

イE両艇JR-約額

ホルンヘルス
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変成の岩層とからなっているの前者は，粘板岩を主体とし，砂岩，チャートおよび輝

緑岩質岩などを介在する，相変化のとぼしい厚い堆積層の，中の川層群ないし神威層

群の一部が，変成されたものと考えられる。また，後者は，輝緑岩質岩層や砂岩，頁

岩，チャー卜などの正常堆積岩層からなり，空知層群の山部層と主夕張層の一部に相

当する地層である。

日高累層群をおおって，広く分布する火山噴出物は，いわゆる十勝熔結疑灰岩とよ

ばれて iきた流紋岩質熔結疑灰岩と，十勝岳火山群の一部を構成する安山岩質の大麓山

熔岩であるo ともに，十勝大雪火山群のいずれかに噴出源があるものと考えられてお

り，第三紀末から第四紀にかけての噴出物とされている。

以上の岩層をおおって，山麓斜面には，崖錐堆積物，河岸には，段丘堆積物および

氾濫原堆積物が発達している白これらは，第四紀洪積世にかけての堆積物であるo

西達布図幅地域は，ほとんど大半が，十勝熔結凝灰岩でおおわれているため，基盤

岩層の地質構造の全容を，把握することはむずかしし、しかし，日高累層群のいろい

ろな岩相の分:布状態は，落合図幅地域から連続していて，大局的には，落合図幅でた

しかめられた，南北性の地質構造に支配されているものと考えられる。

111.2 地質各説

III.2.1 先白亜系一一日高累層群

西達布図幅地域の日高累層群は，分布が限られていることと，ホルンヘルス化され

ている部分が多いため，日高累層群全般についての岩相区分は困難である o しかし，

上部の堆積岩を主体とし未変成の部分については，落合，千呂露図幅地域で明らかに

された岩相層序が，大まかに追跡され，おおよそ次のように分類することができる。

(無名沢輝緑岩質岩砂岩層 [S3J

[主夕張層{滝ノ沢頁岩層 [S2J

[空知層群) lニゴリ沢砂岩層 [S tJ

日 I r富士川頁岩層 [Y2]
高) l山部層{
累 1 l トマム輝緑岩質岩層 [Yl]
層|

群 I r ホルンヘルス [Ho]

l神威~中の川層群{
(緑色岩類 [Ge]

1 中の川層群~神威層群(ホルンヘルス)

ここでは，ホルンヘルスの原岩と考えられる地層について考察するの

-6-



第 5 図 ホルンヘルスの露出(国道切り割り)

lオ幅の南部地域には，十勝熔結疑灰岩におおわれて，ホルンヘルスが点々と分布し

ている。その分布は，落合図幅でユートラシナイ沢層とした地層の分布の延長部にあ

たっているのしたがってホルンヘルスの原岩の大半は，ユートラシナイ沢層と考えら

れるの

落合凶幅地域に発達しているユートラシナイ沢層は，粘板岩を主体とする地層であ

るが，その一部が，ホルンヘルスになっている場合が多い。このように落合図幅地域

では，ホルンヘルスの原岩の岩相も，明瞭にみとめられる。しかし，西達布凶幅地域

では，ほとんどホルンヘルスになっており，また断片的に分布しているため，全般の

初生的な岩相層序はわからなし、全般的にみて，粘板岩を主体とする厚い岩相が変成

されて，ホルンヘルスになったものと考えられる。ごくまれにみられる比較的変成の

弱い地域(幾寅峠の西側の地域や，岩魚沢下流西岸山腹の採石場)では，ホルンヘル

スの原岩が，砂岩と粘板岩の薄互層や，灰白色~淡赤色チャートを介在する粘板岩で

あることがうかがわれる。このような，砂岩，粘板岩の薄互層やチャートを介在する

粘板岩などの岩相は，落合|並幅や千呂露凶幅のユートラシナイ沢層でも，普通にみと

められる岩相である。

変成の弱い地域でみとめられる初生的な走向傾斜は，一般に南北性の走向と，東傾

斜をしめしている。しかし，全般的な構造は，露出がまばらなために明らかでない。

落合凶幅では，空知層群よりド位の日高累層群には，中の川層群や神成層群に対比

されると考えられるものもふくめて，一括して中の川層群~神威層群としてとりあっ
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かっている。この図幅でも，落合凶幅地域以上に，両層群を区分することは困難であ

る。したがって，落合図幅にならって，空知層群以外のものを中の川層群~神威層群

としておく。

なお，落合図幅では，ユートラシナイ沢層の上位にさらに落合層，ウエンザル川層，

ベンケヌシ川層などが区分されるが，この図i隔地域では，ホルンヘルスと未変成の空

知層群とが分布上直接しているのしたがって，落合層，ウエンザル川層，ベンケヌシ

川層などは，断層によってかいているものと考えられる。

2 空知層群

図幅の南部地域には，まったく未変成の地層が発達しているo これらは，落合凶幅

地域で空知層群とした地層の延長部に分布し，まえにのベたホルンヘルスおよび緑色

岩類と断層で接している。岩相的には，落合図幅とほぼ一致し，落合凶幅と同様の層

序区分が可能である。したがって，地層名は，落合図幅にならって用いた凸

空知層群は，全般的にみて，東側に下位層が西側に土位層が発達し，正常な層序を

しめしているが，構造は，ほとんど東傾斜であるつしたがって逆転構造とみなければ

ならなし、ただ，図幅の西南隅地域では，この地域の空失11層群の最上位層を中心とし

て，東傾の向斜構造がみとめられ，西翼にふたたび下位層が分布している。

2.1 山部層

山部層は，輝緑岩質岩からなるトマム輝緑岩質岩層と，その上に整合的に発達し，

頁岩を主体とする富士川頁岩層に区分されるの

1 トマム輝緑岩質岩層 [Yl)

乙の地層は，図幅の南西部の，空失II川と西達布川にはさまれた山地帯に，断層に切

られて重慢して分布しているほか，西達布の北方山頂部にも，わずかにみとめられる。

この地層は，輝緑岩，スピライト，および輝緑岩質凝灰岩など，いろいろな輝緑岩

質岩類の復合体であるが，大部分は，暗緑色--'陪緑灰色の輝緑岩で構成されている。

落合凶幅地域に発達するものと同様に， しばしば石灰岩を介在しているらしい。しか

し賦存位置の確認されているのは，空知川北岸の伊勢団体北方の山腹部にみとめられ

る， レンズ状小岩体だけである。

2 富士川頁岩層 [yz)

伊勢I，Jj体Jヒ万の， トマム輝紋岩質岩層の西側に，帯状に分布している。露出不良の

ため，確実な岩相はあきらかでないのしかし，落合凶幅の富士川頁岩層と同様に，陪-
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灰色ft岩，吉灰色砂計および1)(1'-1 色手十一卜などで構成されていることが，も;ィ{から

うかがえる門

2.2 -.l三夕張屑

主夕張)曽は，砂告を主体とするニコリ )11 砂有)揖，1'(行からなる沌ノ沢民岩層および

砂目 ·n 岩を主体とし，輝総計民有を介在する知名沢陣紙'{-'t 'ft 岩砂岩出とに区分され

るの

1 ニコリ ill {沙 'm時 lSi]

この地層は，伊勢|寸lf*北同の山地fH ， l母j主イIi束却の III腹部および同j圭布北方の山 l頁

などに分布している。伊勢卜II休北阿部で、は，まえにのべた臼士川以岩層に接して発達

しているが，整合(jサかどうかはわからなし、少なくとも落合凶II固と同様に整合的関係

をしめすものと考えられる o it民主イIi東部で、は，変成された緑色胃類と，分布上直接し

ており，おそらく断層で接するものと考えられる。また|有達布北 }jの山頂部では，ま

えにのべたトマム輝縁古賀岩!噌と断層で、直J友している n

この地層は， II市 f;l(色ないし灰白色の組粒ないし ~i I約砂岩を主体とし， II白!火色の f(岩

を介在している n 全般的に塊状の砂FJからなるが局部的に版状!骨埋も発注している。

2 沌ノ iJU(岩層 lS2J

I屯ノ沢民岩層は， lヰ [II高の同i矧;llj~J ¥Illl!!.にみられる向科構造の東 If可 I~j翼を構成して分布

しているほか， If可j主介i東北山地の残正状の小五;を構成している。

この地層は，陪灰色のf(右を主体とし， j民{沙宕やチャートをはさんでいる。一般に

版状層理の琵達する地層であるが，凶l隔地域ではかなり岐昨されている。

3 畑、名沢陣秘岩質岩砂岩層 (S3J

この地層は凶幅の阿南隅山地で，向斜構造の中心に分布しているだけである。

この地層は，輝紋岩質凝灰岩，砂右， f~岩，チャートなどから構成されているの空

知 i川の北岸地域では，落合凶|隔でみられた岩相がほぼ連続しているのすなわち，陪緑

色の輝料宕質凝灰岩，陪灰色の以岩，陥赤褐色や灰白色のチャー卜などの互)普からな

り，とくに，チャートが厚く発注し，ほぼ NS 方向につらなる宕峯を構成している。

阿達イji市部のドロマイト鉱山(鹿越鉱業東山採鉱場)では，暗結色~淡緑色の輝総宕

質凝灰岩， H質の黒色f(右， liB灰色の砂宕，ば白色~淡赤色のチャートなどで構成さ

れているの全般的には，下位は抑緑岩質1仏 1-.~:I; は， n岩，砂岩，チャートなどの堆

積岩相が卓越している。イ il f< +i およびト、ロマイト鉱床は， t年紘右 'tI 干;相にも堆積岩相
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にもみとめられるが，杉本ほか (1964) によれば一般に上部の堆積岩相のなかに匹胎

するものが規模も大きいといわれている。

この地域の輝緑岩質岩相は，下位のトマム輝緑岩質岩層のものと区別しがたいが，

しばしば砂岩，頁岩などを介在している点や，南部の空知川河岸に分布する地層との

関連からみると，無名沢輝緑岩質岩砂岩層中のものとみるのが妥当である。

III.2.2 十勝熔結凝灰岩 [Wa)

この熔結凝灰岩は，日高累層群の分布する低地をうめ，なだらかな台地状の地形を

つくって広く発達している。乙の図幅地域内では 1 枚の熔結凝灰岩しかみとめられな

い。しかし，隣接の佐幌岳図幅周辺では，橋本誠二ほか (1968) によれば 4 枚の熔結

擬灰岩に区分されている。この図幅内のものは，岩質，分布状態から， 4 枚のうち，

の最上部の熔結凝灰岩に対比できる。したがって，更新世の可能性も考えられるo

この熔結凝灰岩は，一般に灰色d淡灰色を呈し，熔結作用のていどで若干の岩相変

化がみとめられる。熔結作用の進んだ部分は，流理構造が発達し，麓郷東方ではほぼ

南北の走向で，西に 10° 傾斜する流理構造がみられる。また，熔結作用の進んでいな

い部分は，西達布川の上流， 930.8m 山の南の小沢などに若干露出している白黒色~

淡灰色の角状軽石 (4cm 大以下〉および粘板岩，砂岩などの岩片をふくみ，軽石流

堆積物の岩相をていしている。

岩質は，流紋岩質熔結凝灰岩で， 3mm.->5mm 内外の大型の石英粒と黒雲母を多

量にふくんでいるととで特徴づけられる。

第 6 図 十勝熔結凝灰岩の露出(国道切り割り〉
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第 7 図 十勝熔結凝灰岩の顕微鏡写真 +ニコル x20

III.2.3 大麓山熔岩 [Ta]

この岩石は，図幅の中央北部に発達するもので，北に隣接する十勝岳図幅にまたが

って，大麓山を構成している熔岩である n 大麓山は，かなり開析の進んだ火山で，周

辺部は厚い崖錐におおわれており，大きな川筋に若干の露出が観察されるていどであ

る。

基底部において観察された流理構造は，すべて北から北西に 15° ぐらい傾斜してお

り，熔結凝灰岩をおおって発達していると判断されるの

この熔岩は，板状節理の目立つ黒色堅硬なしそ輝石普通輝石安山岩で，上部には集

塊岩質のものもみられるのいちじるしく斜長石の斑晶にとんだ斑状構造をしめし， し

そ輝石，普通輝石の斑品のほかに，まれにかんらん石をふくんで、いるo 石基は，針状

の斜長石と粒状の輝石をガラスが埋めたハリ基品質をしめすが，部分的には，短冊状

科長石が品出して填間構造をとるものもある。

111.2.4 第四系 [Tr， Tu, AI]

この図幅地域に発達する，第四紀の地層は，空知川河岸をはじめ各地の河川沿岸に

発達する河岸段丘堆積物，日高累層群で構成されるそナドノック状山地の周辺や，北

部の火山岩地帯の山麓斜面に発達する崖錐堆積物，および河川流域にみられる氾濫原

堆積物であるの
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第 8 図 大麓 III 惰岩の顕微鏡写真 十ニコル x30

河岸段丘堆積物は，河床からの比高 5m ていどのヂtH而を作って琵達しており，と

くに空知川沿岸や麓郷地域で発達良好である門麓郷地域で、は，大量の人頭大前後の円

礁で構成され， 22/1000 ていどの広い傾斜面を作っていて，扇状地堆積物とも考えら

れる様相を呈している。麓郷の丙方の段丘堆積物の瞭!脅からは，大量の湧水がみられ

る。

崖錐堆積物は，背後地を構成する岩層からの崩壊物で構成され，とくに市丙部の日

高累層群分布地域で，厚く堆積している。

沖積氾濫原堆積物は，常生II川河岸でやや厚く Sit積しているが，ほかの地域では，が

いして薄く狭少な分布をしめしている。

III.2.5 変成岩類

図幅地域にはホルンヘルスおよび緑色宥穎がみられるが，これらの層序的な位置に

ついては，日高累層群の項で、 I~~t 明した c ここでは顕微鏡観察の結果をのべる。

1 ホルンヘルス [Ho]

図幅の南半地域に点々と分析j しているが，これらは，それぞれ構造的にも医別して

考えなければならないものと思われる。しかし，分布がまばらなため，相互の構造的

な関係はあきらかでなく， したがってとりあえず一括してあつかった。この地域のホ

ルンヘルスは岩質的には， J旦2~fJ:ホルンヘルス，合革青石ホルンヘルス，合桁摺石革

- 12-



第 9 図 ホルンヘルスの顕微鏡写真 //ニコル x 20

青石ホルンヘルスなどにわけられるが，それぞれがどのように分布しているかは不明

である。全般的にみると，落合図幅地域のホルンヘルスより，やや変成度の高いもの

のしめる面積が広いようである。とくに，幾寅北方の浅野牧場付近で，花崩質岩のみ

られるあたりのものは，変成度が高く，柘棺石や董青石が多量にふくまれている。ま

た，石英，黒雲母，柘棺石，革青石などが，かなり粗粒になり，片理の発達も強く，

黒雲母片岩状になっている。さらに，絹雲母がし、ちじるしい方向性をもって配列して

いる。また，ほかの地域の方向性の弱 L、ところでは，石英と黒雲母がモザイク状に組

合った，組粒なホルンヘルスとなっている。

2 緑色岩類 (Ge]

緑色岩類は，図幅の南部地域のホルンヘルス中に介在して，ほぽ南北ないし北北東

の方向性をもって，帯状に分布している。これらは，落合図幅のほぼ中央地域で、集中

的に発達する岩体の延長部にあたっている。

岩質は，灰緑色ないし緑色を呈する細粒堅硬なもので，落合図幅中に発達するもの

と，まったく同様な岩質をしめしている。つまり，顕徴鏡下では，陽起石と曹長石を

主体とし，少量の石英と緑簾行をともなっている。陽起石は，いちじるしく繊維状を

呈し，ごくまれに原岩の構造と思われる，オフィテック構造を残している部分がみら

れる。
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落合図幅では，ほとんど変成されていないユートラシナイ沢層中に， しばしば輝緑岩

体が介在しているが，これらは，層序的あるいは構造的な位置からも，緑色岩類とし

たものとほぼ同ーのものとみることができ，緑色岩類は，岩脈状あるいは岩床状に道

入した輝緑岩の変成されたものと考えられる。

111.2.6 花嵐質岩類 [Gr]

花崩質岩類は，幾寅市街地北方の，浅野牧場付近および図幅中央地域の， 879m ~Jl

付近などで，ホルンヘルス中にわずかに分布している。

岩質には，粗粒な優白岩質のものと，中粒ないし粗粒のトーナル岩質のものとがあ

る。

優白岩質のものは，石英，カリ長石，斜長石を主体とし，少量の黒雲母をふくんで

いる。とくに，カリ長石が多く，斜長石を包有してノ之ーサイト構造をとるものや，石

英とミルメカイト構造をとるものがある。黒雲母は，比較的細粒で，絹雲母にかわっ

ているものが多い。ときに，ごく少量の柘摺石をふくむものがみられる。

トーナル岩質のものは，石英，科長石，黒雲母からなり，ごく少量のカリ長石，チ

タン石，燐灰石をふくんでいる。斜長石は，短冊状の白形をとるものが多く，その聞

を石英と黒雲母が埋める形をとっている。

この花崩質岩類は，分布はごくわずかであるが，この岩体周辺のホルンヘルスは，

第 10 図花崩質岩類の顕微鏡写真 十ニコル x20
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とくに変成度が高くなっていることや，ホルンヘルスの分布が点々とではあるが，か

なりのひろがりをもっていることなど刀、ら考えると，十勝熔結凝灰岩やホルンヘルス

の下位には，相当大きな花岡質岩の岩体の存在が推定される。

IV 応用地質

西達布図幅地域の鉱産資源は，石灰石およびドロマイトだけである。ともに，空失11

層群中にふくまれるもので，匹胎層準は， トマム輝緑岩質岩層と無名沢輝緑岩質岩砂

岩層の 2 層準である。

IV.l 石灰石 [Ls]

伊勢団体北方山地の，トマム輝緑岩質岩層中にみられる，レンズ状の小岩体である。吋

これは， 20 数年前に採掘した乙とがあるとし、う。長尾捨ーほか (1952) によれば，こ

の石灰石鉱体は，南方の落合図幅中にある，日鉄東鹿越鉱山で採掘中のものと同層準

で，性状も同一であるとされている。また，鉱体は輝緑岩質凝灰岩中に，ほぼ N 30 0 E ,

50
0

5E の走向傾斜で介在する，不規則なレンズ状を呈している。厚さ 10m，推定延長

50m，採掘面の高さ 15m ていどの鉱体で，理論可採埋蔵鉱量 18 ， 75Hon，可採粗鉱

量 7 ， 500 ton と推定されている。

品質は，暗灰色~灰白色を呈し，やや結品質で，不純物が多く，肉眼的にも品位不

良とされている。

以上のように，鉱量，品質などの点から，稼行価値はとぽしく，現在では放置され

たままである。

IV.2 ドロマイト [Dm]

西達布市街地の約 3km 南方の山地帯は，東鹿越の石灰石鉱床匹胎地層の延長が期

待され，以前から石灰石の賦存地帯として、注目されてきた地域である。しかし，この

付近一帯は，露出不良で確実な石灰石鉱床を把握するまでにはいたらなかった。昭和

35 年頃から，鹿越鉱業株式会社の探鉱が開始され，その結果，鉱床の主体は， ドロ

マイト鉱床であることが確認され，また，相当量の鉱量が把握された。昭和 40 年か

ら，鹿越鉱業東山採鉱場として採掘が開始され，月産 2 ， 00('---'3 ， 000 ton の鉱石が出鉱

されている。

ドロマイト鉱床は，杉本良也ほか (1964) によれば第 13 凶にしめしたように，標

高 350m から 450m にわたって，ほぼ，出尾根部を構成し，南北性の延長軸をもっ

- 15-



第 11 図 ドロマイト鉱山(鹿越鉱業東山採鉱場の採掘現場)

第 12 図第 11 図の接写

て，紡垂形の分布をしめしている。ドロマイトの賦存面積は， 200x400m である。

また，試錐によって確認された鉱床の厚さは，東端部で 30m，中央部で 60m，西

端部で 28m に達し，不規則な層状鉱床と推定されている。さらに，西端部と中央部

の聞には，向斜構造あるいは断層が推定されている。
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ロチャート崩
輝緑岩債岩石

田 ドロマイト・石灰石
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手ミ 土
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灰色ド、ロマ f ト

15.209.30

2FM話芸 t 民 右
16.201.00

~
白色ド、ロマイト

19.303.10 石灰石

21.10 1.80 僅酔ドロマイト

白色ドロマイト

29,70 8 ,60

32.502.80E石少員~岩

36,70 4.20 白白ド口マイト

灰色ドロマイ卜

43.807, 10

44.2C0.40
回国圃

鮎 エ
48.1039C 白芭ドロマイト

49801.70トーー 灰色ドロマイト

灰褐色

HOC。。。
ドロマイト

58.2b1.20 灰芭ドロマイト

黒色

6550730 句、負貢岩

ほと2直l旦品品住 石

第 13 図 ドロマイト鉱床賦存区! 第 14 図 ドロマイト鉱床

(杉本，石山，原図) 試錐柱状図の一例

(鹿越鉱業 KK 資料

による杉本，石山，

原図)

鉱床は，試錐柱状凶によると，大部分がドロマイトからなっているが，石灰石，頁

岩，炭酸塩化した輝緑岩質凝灰岩などを介在している。

ドロマイトは，灰白色を呈し，ち密である。不純物として石英，粘土鉱物および褐

鉄鉱をともなっている。

ドロマイトの分析結果は，第 2 表のとおりである。

MgO は，ほぽ 15 ，....， 18 %ていどしかなく，成分上からは，石灰質ドロマイトとよば

れるもので，品質はあまり良好とはし、えない。したがって，利用面は，苦土肥料の原

料にかぎられると判断されている。
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第 2 表 ドロマイト分析表

番試料号 |1 Ca0%1| MgO%|1 Si072411 R20%3|| Ig ， lo ガss || 備 考

1 34.50 つ3.2 ハυ 44. ドロマイト鉱床試錐試料

2 34.84 16. 1.28 2.41 44. ドロマイト鉱床試錐試料

3 37.33 16. 0.28 0.60 45. ドロマイト鉱床試錐試料

4 42.01i 11. 0.70 44. 第 1 鉱床転石

5 34.76 17. 0.40 46. ドロマイト鉱床試錐試料

6 54.41 O. 1.43 42. 第 2 鉱床鉱石

7 55.10 O. 0.51

8 38.63 13. 1.34 45.12 ドロマイト鉱床転石

9 回 O. 0.34 0.32 43.64 第 1 鉱床(桂質岩層中)鉱

石

10 40.70 12. 1.22 0.60 45.15 ドロマイト鉱床試錐試料

11 46.79 O. 0.82 37.28 第 3 鉱床鉱石

12 38.63 14. 0.50 0.28i 45.86 ドロマイト鉱床試錐試料

(分析者: 1, 2, 3，北工試，桶屋同員， ω，地下資源開)

二間瀬研究職員，杉本，石山 (1964) より転載

可採鉱量は，試錐で確認された範囲で， 1 ,624 ,000 ton とされている。

なお， ドロマイト鉱体の南東部には，小さなレンズ状の 5 つの石灰石鉱体が散点し

ている。いずれも規模が小さく， 20x20x80m 以下であり，稼行されてはいなし、。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale 1:50 ,000)

NISHITAPPU

(Kushiro-15)

By

HiroshiOsanai, SumitoshiSak6

K6heiMatsuiandKatsuhideMatsushita

(GeologicalSurveyofHokkaidδ)

Resume

TheareaofNishitappusheetmapissituatedinlatitude430

10'-43ー20'N, andlongitude142ー30'-142ー45'E, andislocatedin

thenortherndownwarpedextensionoftheHidakazonewhich

constitutesthecentralbackboneofHokkaid6.Zonalarrangement

ofthemetamorphic rocksorigneousrocksasobservedinthe

southernpartoftheHidakazoneisabsent here, and instead,

faciesofrelativelyhigherhorizonsarewell-developed.TheHidaka

Supergroupdevelopedinthisareaiscomposedofmetamorphic

rockssuchashornfels, andgreenstones, andnonmetamorphosed

rochs, asshowninthefollowingtable.

Thehornfelsandthegreenstonesofthelowermosthorizon

oftheHidakaSupergroupconstituteacharacteristicmetamorphic

zone, di妊erent fromotherpartsoftheHidakabelt. Fromthe

fieldevidencesobservedwithinthisareaandalsothearea of

Ochiaisheetmapitisinferredthatthehorneflswereformedby
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(Mumeizawadiabasicrock
|sandstonemember

(ShuyubariJ
IF~~~~t-i~~lTakinosawashalemember

岳 (Sorachi I INigorisawasandstonemember
21Group1 に

同 I I (Fujigawashalemember
盃 I IYamabe I
吉! lFormation1Tomamudiabasicrock
∞ l ‘ I member
~IKamui 、c;I ~~c:l~l1 Ul ， fault
-c;I--Nakanokawa
~ lGroup Bor ぱels andGreenrocks

metamorphismoftheYutorashinai-zawaFormationoftheKamuｭ

i-NakanokawaGroup, andthegreenstoneswerederivedfromthe

diabaseintrudedintotheYutorashinai-zawaFormationasdykes

andsheets.

Allthesemetamorphicrocksaredistributedsporadicallyin

thesouthernpartofthesheetmap, andthesheetofmetamorpｭ

hismisincreasedinthevicinityofthegranitic rocks, resulting

intheformationofcoarse-grainedmicaschistswithstrongschiｭ

stosity.

Thenon-metamorphicSorachiGroup, separatedfromthemeｭ

tamorphicformationsbythefaultsaredevelopedinthesouthern

partofthearea. Itslowermosthorizonisrepresentedbythe

Yamabe Formation, whichisdividedintothelowerTomamu

diabasicrockmembercomposedofdiabase, spiliteandschalstein,
andtheupperFujigawashalemembe:-composedofthealternation

ofshalesandstoneandchert. TheYamabeFormationiscovered

conformablybytheShuyubariFormationwhichisalsocomposed

ofNigorisawasandstonemember, Takinosawashalemember, and
Mumeizawadiabasicrorksandstonemembermadeofthealternｭ

ationof sandstone, shale, chertandschalstein. Limestoneand

dolomitearefrequentlyfoundinthelowermostandtheuppermost

formationsoftheSorachiGroup.

Tokachiweldedtu 妊 of rhyoliticcompositionformsanexten-
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sivefiat plateau, covering theHidakaSupergroup. Tairokuｭ

sanlavaofandesiticcomposition which iorms a part of the

Tokachivolcanicgroupisalsodistributedinthenortherncentral

partofthearea. Allofthemareregardedtohavebeenerupted

fromsomecentersintheTokachi-Daisetsuvolcanicgroupduring

theperiodfromtheendofTertiarytoQuaternary.

Theseformationsarecoveredbytalusdepositsontheslopes

ofmountains.byterraceandalluvialdepositsalongthe rivers ,

allof which were depositedduringthe Diluvial and Alluvial

periods.

Themineralresoucesinthisareaarerepresentedonlyby

limestoneanddolomiteintheSorachiGroup. Thelimestone

layersareonsmall scale, confinedtothe shcalstein and were

minedonce, butthey are 立ow abandoned. Dolominelayersare

intercalatedbetweenthealternationoftheschalsteinandsandstone ,

andtheiramountisestimated at about 162 ,400 tonsandthey

arenowminedfortherawmaterialofthefertiliers.
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